
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象情報・避難情報の収集 

情報収集手段について詳しくはこちら 

 

洪水や土砂災害などの風水害は、地震と違い事前に発生を予測することができます。 

被害を最小限に防ぐため、風水害接近時に行うべき準備について考えてみましょう。 

 

風水害接近時の準備 

 

 

 

 

 その備えは万全ですか？ 

日頃から気象庁や市から出される気象情報・避難情報を気にかけておきましょう。 

情報を収集する手段はひとつではありません。複数の手段を持っておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数の手段を持っておきましょう。 

 

「にしのみや防災ネット」に登録しておけば、携帯電話・スマートフォンに市からの 

緊急情報（避難情報や緊急避難場所の開設情報）がメールで届きます。 

アプリ版の「ひょうご防災ネット」でも同じ情報が好きなタイミングで確認できます。 

登録がまだの方は、この機会に登録してください！ 

 

「にしのみや防災ネット（メール版）」 「ひょうご防災ネット（アプリ版）」 

  「にしのみや防災ネット」・「ひょうご防災ネット」 



 

 

 

屋根：めくれたり、壊れていないか確認する！ 

外壁：亀裂などは早めに補修しておく！ 

窓ガラス：シャッターや雨戸がちゃんとしまるか確認する！ 

なければ、カーテンを閉めておく！ 

（ガラス飛散防止フィルムを貼っておく） 

ベランダ：物干し竿など飛びやすいものは室内へ移動する！ 

側溝・雨どい：ゴミや土砂を取り除き、水はけを良くする！ 

 

 

 

 

 

家族構成や住んでいる地域によって、災害時の行動やタイミングは異なります。 

災害時のことを想定して、いつ何を行うべきか「マイ・タイムライン（防災行動計画）」を作成し、 

あらかじめ決めておけば、災害時にあわてずに行動できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                           

 

 

家の周りの安全対策 

避難行動や日頃の備えの再確認 

準備できていない場合はこちら 

 

  停電・断水に備えて、備蓄品・非常持出品を再確認！ 

  
マイ・タイムラインで避難のタイミングなどを再確認！ 

  
楽しく動画で防災を学ぼう！ 

「にしのみや防災チャンネル」  

他にも防災情報がたくさん！ 

「防災に役立つチラシ集」 

更新日：R7.3 月 

 

準備できていない場合はこちら 


